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１.はじめに 

コンクリートダムの建設工事において，ダム堤体内に埋設される放流管やプレキャスト監査廊などの構造物は，

部材底版下へのバイブレータの挿入が難しく，ダムのスランプコンクリートでの打込みや締固めが困難となること

から，高流動コンクリートで施工することが多い．しかしながら，高流動コンクリートの粗骨材最大寸法（以降，

Gmax と称す）は，20mm ないしは 40mm となるため，400kg/m3 を超える単位セメント量が必要となり，温度ひび割

れの発生が懸念される．本稿では，ダムで用いる高流動コンクリートにおいて，単位セメント量を低減するために，

Gmax を 80mm とした大粒径高流動コンクリートの配合について検討した．さらに，ダム用大粒径高流動コンクリ

ートをコンクリート製造設備（以降，バッチャと称す）で製造・運搬し，流動性を実規模で評価した． 

２．実験概要 

表－1 に使用材料，表－2 にコンクリートの配合を示す．配合は，増粘剤系の高流動コンクリートとし，結合材と

して中庸熱フライアッシュセメントをフライアッシュで 30wt%置換し，細骨材を S1：S2＝7：3，粗骨材を G1：G2：

G3＝3：3：4 の割合で混合し，粗骨材容積を 470ℓ/m3 とした．本実験における大粒径高流動コンクリートに要求さ

れる品質は，高い流動性を有し，それに見合う材料分離抵抗性を付与することとした．そのため，ポリカルボン酸

系の高性能 AE 減水剤を用いて流動性を確保し，さらにセルロース系の液体増粘剤 1) を使用して材料分離抵抗性を

確 保 し た ． 配 合 の 選 定 に あ た り ，

Gmax80mm のコンクリートを対象とした，

基準化されたスランプフロー試験方法が

ないことから，既往の文献 2)に従い，室内

試験にて図－1に示すようなφ30×70cmの

塩ビ管を使用した大型スランプフロー試

験を行った．フロー試験は，塩ビ管の中に

試料を 3 層に分けて高さ 60cm まで投入し，

その各層を突き棒で 5 回突いた後，塩ビ管

を鉛直に引き上げ，フローを確認した．大

型スランプフローの目標値は，既往の結果

3)から材料分離抵抗性が確保されることが

確認されている 130±10cm とし，目視によ

り材料分離の程度を評価した．その後，現

場内のバッチャで Gmax80mm の大粒径高

流動コンクリートを 1バッチ 1.5m3として，

合計 3.0m3 のコンクリート製造した．図－

2 に示すように，4.5m3 のバケットにコンク

リートを積み込み，砕石で敷均した打込み

ヤードにおいて，高さ h＝1.5m の位置でバ

ケットを解放してコンクリートを流動さ

せた．流動が停止した後にコンクリートの

材料名 記号 摘 要 

水 W 河川水 

ｾﾒﾝﾄ M 中庸熱ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ，密度：3.22g/cm3 

ﾌﾗｲｱｯｼｭ F ﾌﾗｲｱｯｼｭⅡ種，密度：2.26g/cm3，比表面積：4,350cm2/g 

細骨材 
S1 砕砂，表乾密度 2.61g/cm3，粗粒率：3.13 

S2 山砂，表乾密度 2.61g/cm3，粗粒率：1.54 

粗骨材 
G1 河床礫，8040，表乾密度：2.60g/cm3 
G2 砕石，4020，表乾密度：2.62g/cm3，実積率：57.0 
G3 砕石，2005，表乾密度：2.64g/cm3，実積率：60.5% 

混和剤 
SP 高性能 AE 減水剤（標準形），ﾎﾟﾘｶﾙﾎﾞﾝ酸系化合物 
AE AE 剤，樹脂酸系界面活性剤 

増粘剤 特殊増粘剤（ｾﾙﾛｰｽ系，水溶液ﾀｲﾌﾟ） 

W/B 
(%) 

s/a 
(%) 

単位量(kg/m3) SP 
(B%) 

AE 
(A) 

増粘

剤 
(kg/m3) W B S G1 

8040 
G2 

4020 
G3 

2005 M F 
34.4 34.4 128 261 111 618 367 369 496 1.1 8.5 20 

図－1 大型スランプコーン 

直径：30cm 

高さ：70cm 

表－1 使用材料 

表－2 コンクリートの配合 

図－2 流動実験(3m3) 

高さ：1.5m 

4.5m3バケット 
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広がりの長軸とその直角方向で測定し，バケット打込み

試験の際のフローとした．また，フローの長軸方向にコ

ンクリート厚さの測定と，流動の先端における試料の洗

い分析試験により粗骨材の分布状況を確認した． 

３．実験結果 

 図－3 に大型スランプフローの試験結果を示す．大型

フローコーンに試料を詰めていく段階において，突き固

めがなくとも，試料が充塡していく様子を確認した．ス

ランプフローは目標値の範囲内となるように高性能AE

減水剤を調整し，121cm×120cm が得られた．その際に，

流動の先端に Gmax80mm の粗骨材を含む大小の粗骨材

が均一に分散している状況を目視において確認したこ

とから，材料分離が生じていないと判断し，流動実験に

適用する配合とした． 

図－4 に 3m3 の流動実験によるフローの様子を示す．

流動後のフローは 500cm×475cm であった．また，図－

4 中の A および B で示すフローの長軸方向についてコ

ンクリート厚さを測定し，図－5 に流動距離とコンクリ

ートの厚さの関係を示す．フローの中央位置から流動の

先端の流動勾配はおよそ 1/25 と緩やかな勾配となり，フロ

ーの先端部まで大小の粗骨材が均一に分布している様子が

確認できた．図－6 にフローの両先端部 A および B から採

取したコンクリート試料を洗い分析した結果を示す．G1 と

G2 は配合上の粗骨材量より多く，その差が G1 は A が 10%

程度，G1 の B および G2 の A と B は共に 5%程度であっ

た．また，G3 は配合上の粗骨材量より少なくなったが，そ

の差は-5%程度であったことから，ほぼ均等に分散してい

た．これらの流動勾配と粗骨材の分布状況は既往の文献 2)

と同程度の結果であった．このことより，本実験の

Gmax80mm の高流動コンクリートは，適切な流動性と材料

分離抵抗性を有し，対象部位に対して十分な自己充塡性を

有していると考えられる． 

４．まとめ 

 本実験の範囲において，Gmax80mm のダム用大粒径高流

動コンクリートをバッチャで製造した．打設・運搬におい

ても材料分離を生じることなく，適切な品質を有する配合

を選定することができた． 
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図－3 大型スランプフローの様子 
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図－4 3m3の流動実験におけるフローの様子 

流動勾配：1/25
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図－5 流動距離とコンクリートの厚さの関係 

図－6 コンクリートの洗い試験結果 

V-107 令和4年度土木学会全国大会第77回年次学術講演会

© Japan Society of Civil Engineers - V-107 -


